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保健管理センターからお伝えしたいこと 

・タバコの煙は大切な命を奪います。 

・‘安全でない’セックスは大切な命を奪います。 

・薬物（ドラッグ）の不正使用は犯罪です。 

・一気飲みはしない，させない。 

・‘いじり’も‘いじめ’も被害者にとっては同じです。 

・受けた人に被害感があれば，それはハラスメントです。 

・定期健康診断を受けましょう。 

6 tips for your good health 

 

1. Take it easy (Have a good time to switch off) 

2. Chat and laugh with your friends and/or teachers 

3. Sleep well 

4. Healthy eating and tea break 

5. Exercise 

6. No drug! No smoking! 
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は じ め に 
 

鹿児島大学保健管理センター 

                                所 長  伊地知 信二 

 

 令和元年（2019 年）年末から始まった新型コロナウイルス感染症（COVID-19）禍のため，2020 年

４月に実施する予定だった学生定期健康診断は，延期となり，７月から web 問診を導入し，来所者をし

ぼりこんで 10 月に実施しました。健康増進につながるべき健康診断が原因となり感染が拡がりクラス

ター（感染集団）が発生することは絶対に避けなければならないため，新入生の胸部 X 線撮影の実施場

所も，男子学生は広い場所（学習交流プラザ前）に移しました。飲酒や合宿を行ったサークルを中心と

した COVID-19 患者のクラスターが 11 月に発生し，保健所との連携など対応に追われました。感染の

拡がりは，飛沫を吸い込みやすい環境や接触感染が容易に起こる状況で主に起こっており，多人数での

飲酒・会食や家族間・施設内での感染機会をいかに減らすかが課題となっています。感染源がわからな

い場合も少なからずあり，密閉空間でのエアロゾル感染も話題になりました。変異株への置き換わりが

世界的に進んでおり，ワクチンの有効性を維持できるかどうかの検証が進められています。今後しばら

くはこの状態が続く可能性を視野に入れて大学の保健管理を考えていかなければなりません。 

 

 この COVID-19 流行の経験から，大学における定期健康診断の今後のあるべき姿を再考すべきと考え

ます。これまでに４月から５月の百日咳の大流行もあり，麻疹の流行も春が基本ですので，春に行う学

生定期健康診断は，可能な限り３密（密接・密集・密閉）を回避して行うことが原則となります。従っ

て，今後は web 問診による来所者のしぼりこみをそのまま継続して実施する予定です。また，感染症対

策の一環として，集団健診の形自体を問題にすべきで，欧米の大学のように入学時の健康診断書の提出

を利用する形を取り入れる方向性が考えられます。入学前の個別健診による健康診断書の提出は，現在

本学では，留学生の一部で実施されていますが，一部の留学生にだけ提出を課すことは，差別と批判さ

れる可能性もあるため，これを新入生全員に課すことで，１年時の結核健診の代わりにすることを大学

として検討すべきと考えます。胸部 X 線検査の結果が，異常なしなのか，要精密検査なのかが健康診断

証明書提出直後に分かれば，迅速に対象者を外部医療機関での精密検査に誘導することができます。

COVID-19 の流行は，大学における学生定期健康診断の実施形態をも様変わりさせることになります。 

 

2021 年 3 月末で，森岡洋史先生の任期がひとまず終了となりました。全国大学保健管理協会の名誉会

員になられたので，今後も学会には出席いただけます。支援の原則やロッドとコーンで構造化された健

診を直伝いただいたスタッフは皆，森岡先生スタイルの継承者となっております。精神病理学における

森岡・King 説の普及のためにも，引き続きご指導いただきたいと考えております。 
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Ⅰ．本年度の動向と活動の特色 

 

概要： 

感染症危機管理体制下では，マンパワーの配分に優

先順位をつける必要が生じ，通常業務の事業継続性

に関しては，急患対応や外傷処置を含むプライマリ

ーケアや学生支援・職員支援を優先している。発症

者・接触者への対応（健康観察，安否確認，困りご

と支援）を維持するために，既に健康診断業務，一

般診療業務，産業保健活動などに大きな影響がでて

いる。学生支援については，支援理念の啓発活動が

後手に回る可能性がある。2020 年度の学生定期健康

診断は，新型コロナウイルス流行のため，予定通り

の実施は不可能であった（10 月に延期）。さらに，4

月 23 日に 3 密を回避して実施する予定であった留

学生健診も，緊急事態宣言対象地域が全国に拡大さ

れ，県からの本学への休業要請を受けて延期とした

（6 月 3 日）。7 月 13 日に web 問診を開始し，7 月

16 日に健康診断証明書の web 発行を開始した。対

面健診は，必要な学生に対して 10 月に実施した。

第 51 回九州地区大学保健管理研究協議会を担当す

ることになっていたが，2021 年 7 月のオンデマン

ド開催が決定した。新型コロナウイルス感染症の最

初の申請は（感染症申請 web システム），鹿児島市

の接待を伴う飲食店での濃厚接触者 2 名の申請で，

幸い発症はしなかったものの，学生の行動範囲の広

さを再認識した事例であった。その後，バイト先（飲

食店）での濃厚接触（12 例）などが続き，感染がク

ラスター化しやすい場所に学生が出入りしている実

態が明らかとなった。これまでのところ，申請数が

一番多い月は，2020 年 11 月で，鹿児島市の発表で

サークルクラスターとされた症例が含まれている。

この時の拡大接触者調査（行政検査）では，PCR サ

ンプリング（鼻咽頭）を学生寮に出向いたり，学部

に出向いたりして保健管理センターが実施した（計

426 件）。 

 

（1）学生支援・職員支援 

学生支援および職員支援は，大学における保健管

理の主要なテーマであることに変わりはない。生

活・就学環境の激変とメンタル面での不安定性を特

徴とする学生と，裁量労働制や年俸制などの過重労

働につながり易い雇用形態の教員が対象者に含まれ

ており，支援体制の業務継続性は必須である。支援

件数は，保健管理センターの支援機能に依存してお

り，支援機能が充実するほど件数が増え，支援機能

が低いと，支援需要は潜在化する。診断書に基づく

手続きを経た学生支援は，障害者差別解消法施行後

は，障害学生支援センターが担っているが，診断書

に基づかない支援需要が減ることはなく，保健管理

センターと障害学生支援センターとの連携が継続し

ている。 

 

表１ 学内での啓発を継続すべき支援理念 

・治療ではなく支援が重要 

・支援は教育的であるべき 

・支援の実践者は，対象者の周囲の人々 

・専門家は主にコーディネーター的役割 

・多様性を特徴とする特性には卒業要件に含むべ

きでないものがある 

（参照）保健管理センター危機管理メモ 

 

 表１の支援理念は，コロナ禍の時のような非常事

態においては，学内啓発が疎かになりがちである。

「病気だから治療を受けなさい」，「支援は専門家に

まかせて・・・」，「社会性のない学生は卒業させな

い」などの見解が学内で再出現してしまう可能性が

ある。本学においては 15 年以上前から前所長の森岡

洋史先生が中心となって学内に啓発してきたこれら

の理念を，継続的に根付かせる努力がさらに重要に

なると思われる。 
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（2）学生定期健康診断 

 

 

図 1 4 月入学者の胸部 X 線検査と対面健診 

 

 2020 年度の学生定期健康診断は，新型コロナウイ

ルス流行のため，予定通りの実施は不可能であった。

2020 年 3 月 9 日の第 2 回対策会議で，4 月の学生定

期健康診断の延期が決定され，既に準備が済んでい

た学内への案内は3月10日にほぼ取り消しの手配を

行った。さらに，4 月 23 日に 3 密を回避して実施す

る予定であった留学生健診も，緊急事態宣言対象地

域が全国に拡大され，県からの本学への休業要請（4

月 22 日から 5 月 6 日）を受けて延期とした。結局，

留学生健診と臨床心理学研究科１年生の実習前健診

は，6 月 3 日に保健管理センターで実施した。留学

生の採血を 21 名，レントゲン車１台で胸部 X 線検

査を 18 名に実施した（臨床心理学研究科の 1 年生

15 名を含む）。流行の状況に影響を受けずに定期健

康診断を実施するために，学術情報基盤センターの

森先生に依頼し，これまでの予約システムの改良を

進め，web 問診システムを構築した。また，教育学

部等の実習前に胸部 X 線検査の結果を提出するため

の健康診断証明書を急いで発行しなければならない

需要がよせられ，7 月 13 日に web 問診を開始し，7

月 16 日に健康診断証明書の web 発行を開始した。

web 問診で所見がなかった学生には健康診断証明書

が発行され，所見を申請した学生は 10 月の診察日程

に予約を入れてもらった。図 1 に示すように，4 月

入学者全員には，4 日間で胸部 X 線検査を行い（男

子は学習交流プラザ前，女子は保健管理センター），

それ以外の学生で有所見者および採血希望者は，図 1

の 12 日間（午前）で対面診察と採血を実施した。ま

た，秋入学者の健診時期と重なったため，図 2 の日

程で，午後のみ秋入学者の胸部 X 線検査を行った。 

 

 

図 2 秋入学者の胸部 X 線検査 

 

健診サーバへの web 問診システムからのデータ取

り込みは，今年度までは，身長・体重データと問診

に所見のない学生データのみで，有所見者の所見デ

ータのサーバ取り込みは令和 3 年度からとした。こ

のため，本年度は健康診断証明書の定健サーバから

の発行（保健管理センターでの発行）は，所見を手

入力で反映させなければならない必要が生じた。 

 web 問診には，身長・体重の本人申告が含まれて

いる。前年度にタッチパネルアンケートで行った麻

疹・風しんの既往歴・接種歴の問診は，接種歴のみ

web 問診に加えた。タッチパネルアンケートはコロ

ナ禍では実施困難なため，喫煙率を出すための１問

も web 問診に加えられた。元々システムのデータの

流れが，健診ブース入力端末→定健サーバ→健康診

断証明書となっており，健診ブース入力項目は学校

保健安全法施行規則の検査の項目に基づいている。

今回のシステム改良では，web 問診から健康診断証

明書のサーバ発行までのデータを少しでも統一する

ために，いくつかの点を変更した。まず，学校保健

安全法施行規則の検査項目を定健サーバから発行す

る健康診断証明書の書式に合わせてまとめた。過去
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の健診で指摘された異常の中に脊柱の異常を含み，

現病歴等に四肢の異常を含むこととし，心疾患とし

て，不整脈・胸痛・失神をまとめた。これにより，

web 問診のデータを健康診断証明書に反映する準備

が完了した。来年度は，web 問診の順番をさらに改

良して，有所見データのサーバ取り込みを実施する

予定としている。 

 

（3）第 51 回九州地区大学保健管理研究協議会 

 2020 年 8 月 20 日の幹事会（web 会議）にて，本

学担当の現地開催から，本学担当のオンデマンド開

催に変更が決定した。現地開催の準備は，学会・講

演会をキャンセビル 8 階の勤労者交流センター多目

的ホールで，幹事会・懇親会を鹿児島中央ターミナ

ルビル 7 階のくわはら館で進めていたが，全てキャ

ンセルとなった。開催期間も 2021 年 7 月と決定し，

全ての講演・発表を動画コンテンツとして提供する

ことになった。特別講演Ⅱの瀬戸上健二郎先生のイ

ンタビュー動画は，2021 年 3 月 11 日に瀬戸上先生

のご自宅で撮影した。また，特別講演Ⅰの学長講演

のお願いは，3 月 19 日に再説明・依頼した（Zoom）。

2021 年 3 月 31 日に，開催案内および演題募集のメ

ールを事務局より発出した。 

 

 

図 3 感染症申請 web システムへの申請数 

（2020 年 7 月～2021 年 3 月） 

（4）新型コロナウイルス感染症の流行について 

 非接触型体温計は，入手困難になる前に複数準備

することができ，当初の学内外での急速な需要の増

加に貸し出しで貢献することができた。2020 年 4 月

24 日には，「緊急事態を乗り切るために（保健管理

センターと障害学生支援センターからのメッセー

ジ）：新入生の皆様および全ての大学構成員の皆様

へ」と題する文章をホームページ上に掲載し，緊急

事態時の心のケアのための６つの注意点を学生に啓

発した。全国および県内の流行状況に相応して，図 3

のような経過で，感染症申請 web システムに学生か

らの申請がなされている（月別件数）。最初の申請は，

鹿児島市の接待を伴う飲食店での濃厚接触者 2 名の

申請で，幸い発症はしなかったものの，学生の行動

範囲の広さを再認識した事例であった。その後，バ

イト先（飲食店）での濃厚接触（12 例）などが続き，

感染がクラスター化しやすい場所に学生が出入りし

ている実態が明らかとなった。インターンシップ先

の企業が行った唾液 PCR で陽性となり，その後の行

政検査（PCR）で２回陰性であった貴重な偽陽性症

例も把握された（2020 年 8 月）。これまでのところ，

申請数が一番多い月は，2020 年 11 月で，鹿児島市

の発表でサークルクラスターとされた症例が含まれ

ている。しかし，実際の感染の場は，サークルメン

バーが参加した飲み会（自宅飲みを含む）や会食，

カラオケやバイト先での濃厚接触であり，練習先へ

の移動で同乗した車中での感染も考えられるが，体

育館での練習中の感染や体育館の共有スペースでの

他のサークルへの感染は確認されていない。また，

学生寮や学部内での感染もなかった。2021 年となり，

塾講師，高齢者施設での実習，参加した成人式，実

家に帰省中の会食，他県（実家）から鹿児島にもど

ってすぐの会食，パートナーとの濃厚接触など，学

生に特徴的な感染機会が次々と明らかになった。 

 



5 

 

 

図 4 PCR サンプリング月別件数 

（2020 年 6 月～2021 年 3 月） 

 

 2020 年 11 月には，本学のサークル内感染や学部

内感染が疑われ，保健管理センターでの PCR サンプ

リングを通常業務とするよう保健所からの指導があ

った。しかし，有症状者は原則学内に立ち入らない

こととしていたこともあり，保健所からの検体サン

プリングの依頼に関しては，臨時で受けることとし

た。全国的にも，行政検査の検体サンプリングを保

健管理部門が常時行っている大学の存在は確認でき

ず，臨時で行っている大学も例外的と思われる。保

健管理センターでは，学生定期健康診断時に行って

いる採血検査のために，学生証のフェリカカード機

能を利用し，採血サンプルラベル自動発行システム

を以前から開発しており，PCR のサンプルチューブ

に添付するサンプルラベルを自動で瞬時に印刷でき

るため，検体数が多くても対応することができる。 

図 4 は，本学保健管理センターで行った PCR サン

プリングの件数を示す。実習直前の体調不良の既往

がある者に，実習船への乗船許可を出すかどうかの

判断のために，唾液 PCR を実施した（2020 年 6～7

月）。2020 年 11 月の拡大接触者調査（行政検査）で

は，PCR サンプリング（鼻咽頭）を学生寮に出向い

たり，学部に出向いたりしても実施した（計 426 件）。

発熱外来を受診することを躊躇する軽症者や希望者

の PCR 検査は，2020 年 11 月（30 名）と 12 月（25

名）には，保健所にお願いして行政検査で実施する

ことができ，１名の陽性者を感染拡大前に発見する

ことができた。同様の軽症者および希望者の PCR 検

査は，2021 年 1 月 18 日（36 名）と 3 月 31 日（6

名）に実施した。 

 

（5）保健管理センター企画室会議および保健管理セ

ンター運営委員会 

 第 1回企画室会議（2020年 10月 12日メール会議）

および第 1 回運営委員会（10 月 29 日）で，令和 3

年度学生定期健康診断の内容について審議され了承

された。第 2 回企画室会議（3 月 17 日メール会議）

および第 2 回運営委員会（3 月 24 日メール会議）で

は次年度の学校保健計画および学校安全計画が了承

された。また，第 3 回企画室会議（3 月 24 日メール

会議）にて保健管理センター医師の兼業状況が報告

された。 

 

(6) その他 

 2020年 11月 25日の公益社団法人全国大学保健管

理協会の第 18 回総会において，森岡洋史先生が名誉

会員に推薦されたことが報告され，審議の結果，意

義なく承認決定した。 
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Ⅱ．教育・調査・研究 

 

（１）講義・講演・学会・論文・地域貢献 

 

（講義） 

・ 伊地知信二．「依頼・介入関係の基礎概念」共通教育（後期） 

・ 川池陽一．「臨床精神医学特論」臨床心理学研究科（後期） 

・ 鮫島久美．「健康管理」共通教育（後期） 

 

＜AED 講習会＞※実技なし 

・鮫島久美．介護等体験に係る事前実習 ※オンライン授業（8 月 18 日）学生 55 名 

・鮫島久美．「健康管理」共通教育授業  ※オンライン授業（10 月 1 日）学生 47 名 

 

（講演・シンポジウムなど） 

・ 伊地知信二．「二次障害の背景：こだわりと優先順位・自己肯定感と他者理解」令和 2 年度第 2 回スクールカウンセラ

ー配置事業連絡協議会・スクールソーシャルワーカー活用事業連絡協議会（2020 年 8 月 28 日，県青少年会館） 

・ 川池陽一．「精神科診断と精神症状の概論」名瀬保健所研修会（2021 年 2 月 1 日，奄美市） 

 

（論文） 

・Ijichi S, Kawaike Y, Ijichi N, Ijichi Y, Hirakata M, Yamaguchi Y, Kamachi A, Imamura C, Fushuku S, Nagata J, Tanuma R, 

Sameshima H, Morioka H. Hypothetical novel simulations to explain the evolutionary survival of the hypo-reproductive extreme tail 

in the complex human diversity. BioSystem 204: 104393, 2021. (open-access) 

 

（地域貢献） 

・ 川池陽一，鹿児島県精神科病院実地審査委員，医療観察法精神保健審判員，医療観察法病棟倫理委員会議員，名瀬保

健所若者向け個別相談会相談員，鹿児島県職員健康相談員 

・ 鹿児島県離島空港・港湾の水際対策への協力（非接触型体温計の貸し出し） 

 



7 

 

（２）調査報告① 2020 年度 学生結核スクリーニング採血検査について 

＜実施方法＞ 

2020 年度学生定期健康診断（web 問診）時に受診者全員に対し，以下アンケートを実施 

Q1．「最近 1 年間で，結核の高蔓延地域にトータルで 1 ヵ月以上居住・滞在したことがありますか？」 

Q2．「Yes の方は，採血検査を受けるべきですが，受けますか？」 

Yes と回答した学生に対し，結核スクリーニング採血（商品名 T-spot）を無料で実施 

 

＜結果＞  

T-spot 採血結果（陽性者 2 名のうち 1 名は昨年度も陽性の学生） 

 

 

 

 

 

2020 年度 外国人留学生出身国（地域）別        ■結核蔓延国出身者：298名：全体の 95.2％ 

アジア地域 

インドネシア 11 

 

283 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ地域 

スペイン 1 

7 

スリランカ 3 タジキスタン 1 

タイ 7 フランス 3 

韓国 46 ブルガリア 1 

香港 1 ノルウェー 1 

台湾 3 北米地域 ｱﾒﾘｶ合衆国 1 1 

中国 136 
中南米地域 

ガイアナ 1 
6 

ネパール 4 ブラジル 5 

バングラデシュ 14 

大洋州地域 

オーストラリア 1 

5 
フィリピン 1 ソロモン諸島 1 

ベトナム 44 バヌアツ 1 

マレーシア 10 フィジー 2 

ミャンマー 2 合計 313 

ラオス 1 

中近東地域 トルコ 2 2 

アフリカ地域 

エジプト 1 

9 

エリトリア 1 

タンザニア 3 

ベナン 2 

マラウイ 1 

ウガンダ 1 

                          参考資料：2020 年度鹿児島大学概要より 

 

陽性 判定保留 陰性 合計(名) 

留学生 2 0 24 26 

留学生以外 0 0 1 1 

合計(名) 2 0 25 27 

※在籍人数であり，入国できていない学生や一時帰国

したままの留学生の人数を含む 



 

8 

 

調査報告② 2020 年度 化学薬品使用学生の採血結果について 

 

＜実施方法＞ 

・2020 年度学生定期健康診断（web 問診）時に受診者全員（学部・院新入生は除く）に対し， 

以下アンケートを実施 

Q1．実習や実験で，有害な化学薬品を扱う予定がありますか？または扱っていますか？ 

Q2．Yes の方は，採血検査を受けるべきですが，受けますか？ 

・採血を希望した学生に対し無料で実施 

（検査項目：肝機能検査，中性脂肪，ｺﾘﾝｴｽﾃﾗｰｾﾞ，尿素窒素，尿酸，末梢血） 

 

＜結果＞ 

 採 血 者：165 名（男性 106 名，女性 59 名） 

要精密検査者： 5 名（男性 4 名，女性 1 名） 

 

＜事後措置＞ 

要精密検査者へ連絡をとり保健管理センター受診について説明。 

受診時に化学薬品への曝露の有無を確認し，精密検査が必要な場合は外部医療機関へ紹介した。 

センター受診率:100％ 

2020 年度も化学薬品の曝露による健康被害なし。 

1
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（３）論文 Open Access 
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Ⅲ．安全点検／産業保健活動 

学校保健安全法に基づく安全点検および労働安全衛生法に基づく臨時職場巡視の報告書 

（定期の職場巡視に関しては含まれない） 

点検日時 2021 年 2 月 2 日  

点検者 鮫島（産業医） 

撮影場所 ロータリー横市道路敷 

指摘事項 No. 指摘事項・意見：喫煙場所として定着している可能性あり 

1 

 

写真１ 

 

 

写真２ 
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写真３ 

 

写真 4 
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Ⅳ．保健管理センターの利用状況 

 

１．利用状況（令和元年度までのまとめ：表１，２） 

近年の全国的な業務内容の変遷から，保健管理

センターの業務は３つの柱に集約されつつある

（図１）。急速に増大しつつある需要の多くは，

広義 diversity management に含まれる多様性に

対する対応であり，学生支援・職員支援の中身が

複雑化し，年々その量も増えている。この１番目

の柱には，学習支援，受講支援，対人関係支援，

ハラスメント事例の当事者たちへの支援，などが

含まれ支援需要のかなりの部分は現時点でも潜

在している。従来から，保健管理センターの主要

な業務のひとつであった学生・職員のメンタルヘ

ルスに関する対応も，重要なのは治療や個人の排

除ではなく，支援であるという考え方からそのほ

とんどが diversity management に含まれる。第

２の柱には，①病気や怪我の治療を目的とした総合

診療，②特別健康診断や臨時健康診断，③定期健康

診断（定健）による要精密検査者の精密検査（精検），

④健康指導・健康相談，⑤就職・進学等用の健康診

断書発行，⑥救急薬品の貸出等，⑦禁煙相談・卒煙

支援などが含まれる。第３の柱は産業医としての業

務で，喫煙対策なども含む。利用状況の集計は，以

前より一部 ICD-10 による疾患分類に従っており

（表 1），支援件数は便宜的に精神障害と心理相談に

含まれている。 

２．2020 年度（令和 2 年度）の利用状況について 

 新型コロナウイルス感染症については，本年度の

動向と活動の特色にまとめた。利用者がキャンパス

内に入れない期間が増え，通常業務への影響が大き

かった。

 

 

 

 

図１ 保健管理センターの業務
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表１a 保健管理センター利用状況（全学生） 

 

 

表１b 保健管理センター利用状況（職員） 
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表１c 2019 年度桜ヶ丘分室利用状況（学生） 

 

 

 

表１d 2019 年度桜ヶ丘分室利用状況（教職員） 

 

 

 

表２ 2019 年度 特別・一般および臨時健康診断等（学生） 

 

 

 



 

22 

 

Ⅴ．定期健康診断など 
 

はじめに 

 学校保健安全法施行規則は，大学における結核健

診の時期を第一学年としているため，定期健康診断

で実施する胸部 X 線撮影については，新入生以外は

法的な必須検査ではない。平成 26・27 年度は，実

習前検査として胸部X線検査が必要な学生を含め実

施したが，平成 28 年度からは新入生のみに実施し

ている。令和 2 年度（2020 年度）から，新型コロ

ナウイルスの流行をきっかけとして，web 問診が導

入された。胸部 X 線検査結果の読影については，平

成 28 年度より外部委託のみとした。平成 23 年度よ

り本学歯学部によって行われている歯科健診は

2020 年度は行われなかった。定期健康診断時に行わ

れる採血検査（平成 28 年度より）については調査

報告に記載する。秋健診については表 5 にまとめる。

平成 28 年度より検尿は中止となった。平成 29 年度

より内科診察は新入生と有所見者（問診）に行って

いるが，2020 年度は新型コロナウイルス流行のため，

2 年生以上で web 問診の有所見者に行った。 

 

 

 

 

 

表 1a 定期健康診断受診率（学部学生） 
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表 1b 定期健康診断受診率（大学院生等） 

 

 

 

表 2a 理学的所見による要精検者（学部学生） 

 

統計処理変更のため一部実際と異なる表示があります。 

 

 表 2b 理学的所見による要精検者（大学院生等） 

 

統計処理変更のため一部実際と異なる表示があります。 

 



 

―24― 

 

表 3a 胸部 X 線検査による要精検者（学部学生） 

 

統計処理変更のため一部実際と異なる表示があります。 

 

表 3b 胸部 X 線検査による要精検者（大学院生等） 

 

統計処理変更のため一部実際と異なる表示があります。 

 

表 3ｃ 胸部 X 線検査による要精検者のまとめ 
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表 4a ＢＭＩ値（学部学生男子）  

 

 

 表 4b ＢＭＩ値（学部学生女子） 

 

 

表 4c ＢＭＩ値（大学院生男子） 
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表 4d ＢＭＩ値（大学院生女子） 

 

 

 

 

 

 

表 5 秋健診（10 月）：胸部 X 線検査のみ 
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Ⅵ．保健管理センターの沿革 
 

昭和 29 年    鹿児島大学保健診療所設置 

昭和 40 年    鹿児島大学学生相談室設置 

昭和 47 年  ２月  鹿児島大学保健管理センター設置準備懇談会発足，世話役 宮司祐三学生部長 

昭和 47 年  ５月  国立学校設置法施行規則の改正（省令第 11 号）により，本学に保健管理センター設置 

   新規講師定員１名及び看護婦定員１名 

   保健管理センター所長事務取扱に宮司祐三学生部長（併任）就任 

昭和 47 年  12 月  鹿児島大学保健管理センター規則，鹿児島大学保健管理センター所長及び教員選考規則制定 

昭和 48 年  １月  保健管理センター所長に医学部篠原慎治教授（併任）就任 

   医学部（神経精神医学）川池浩二助手，保健管理センター講師就任 

昭和 50 年  ５月  診療所開設（厚生省認可） 

昭和 51 年 ３月  保健管理センター新庁舎落成 

昭和 51 年  ９月  新庁舎で業務開始 

昭和 51 年 10 月  教授定員１名純増 

昭和 52 年 １月  医学部（神経精神医学）新里邦夫助教授，保健管理センター教授就任 

昭和 52 年 ６月  川池浩二講師，附属病院へ配置替え 

昭和 52 年 11 月  医学部（第二内科学）美坂幸治助手，保健管理センター講師就任 

昭和 55 年 ４月  美坂幸治講師，教育学部教授に転出 

昭和 55 年 11 月  医学部（第一内科学）前田芳夫助手，保健管理センター講師就任 

昭和 56 年 １月  保健管理センター所長に新里邦夫教授就任 

昭和 57 年 ４月  前田芳夫講師，助教授就任 

昭和 57 年 11 月  新里邦夫所長，保健管理センター所長退任，県立鹿児島保養院院長に転出 

   保健管理センター所長事務取扱に岩熊三郎学生部長（併任）就任 

昭和 58 年 １月  医学部（神経精神医学）瀧川守国助教授，保健管理センター教授就任 

昭和 58 年 ６月  保健管理センター所長に瀧川守国教授就任 

平成６年 ８月  瀧川守国教授，保健管理センター所長退任，医学部（神経精神医学）教授に転出 

   保健管理センター所長に前田芳夫助教授就任 

平成６年 ９月  前田芳夫助教授，教授就任 

平成６年 11 月  医学部（神経精神医学）野間口光男助手，保健管理センター講師就任 

平成８年 ７月  野間口光男講師，鹿児島県立姶良病院医長に転出 

   医学部（神経精神医学）上山健一助教授，保健管理センター助教授就任 

平成９年 10 月  第 35 回全国大学保健管理研究集会開催（於：鹿児島市民文化ホール） 
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平成 10 年 ３月  上山健一助教授，鹿児島県立姶良病院院長に転出 

平成 10 年 ４月  医学部（神経精神医学）森岡洋史講師，保健管理センター助教授就任 

平成 15 年 ３月  前田芳夫教授，鹿児島大学教員定年規則により退官 

平成 15 年 ４月  保健管理センター所長事務取扱に種村完司副学長（併任）就任 

平成 15 年 ６月  森岡洋史助教授，保健管理センター教授ならびに所長（併任）就任 

平成 15 年 10 月  医学部（第三内科学）榮樂信隆助手，保健管理センター助教授就任 

平成 18 年 １月  河村 裕医師，保健管理センター助手（産業医）就任 

平成 18 年 ３月  榮樂信隆助教授退任 

平成 18 年 ４月  鹿児島赤十字病院（内科）伊地知信二部長，保健管理センター助教授就任 

平成 19 年 ４月  職名変更（助教授→准教授，助手→助教） 

平成 19 年 8 月  九州地区大学保健管理研究協議会主催 

平成 21 年 ３月  河村 裕助教退任 

平成 21 年 11 月  鮫島久美医師，保健管理センター助教就任 

平成 23 年 ３月  森岡洋史教授，保健管理センター所長退任 

平成 23 年 4 月  伊地知信二准教授，教授・保健管理センター所長就任 

 4 月  森岡洋史教授，特任教授就任 

平成 24 年 ４月  医学部（神経科精神科）川池陽一助教，保健管理センター准教授就任 

平成 25 年 ７月  障害学生支援室（平成 26 年 4 月からセンター）との連携開始 

平成 26 年 3 月  増築改修工事開始 

平成 27 年 1 月  増築改修工事終了 

平成 27 年 12 月  ストレスチェック制度施行（労働安全衛生法改正） 

平成 28 年 4 月  障害者差別解消法施行 

平成 30 年 12 月  7 月の健康増進法改正を受け，総務省が本学の喫煙所が受動喫煙を起こすと公表（あっせん） 

令和 2 年 1 月  敷地内全面禁煙化完全実施 

    

    

    

    

 



 

―29― 

Ⅶ．2021 年度学校保健計画及び学校安全計画 
 行     事 内     容 教育活動 安全点検 

４ 

・一般定期健康診断（附属特別支援学校職員） 

 

・入学式 

・学生定期健康診断（web問診） 

 

 

・学生化学物質取扱者(有機溶剤取扱者)採血検査 

・学生結核の採血検査（IGRA） 

身長・体重，腹囲，視力，聴力，血圧，検尿， 

胸部Ｘ線間接撮影,血液,心電図,大腸ガン,内科一般 

 

4月3日～27日 

胸部Ｘ線デジタル撮影（新入生のみ12日～16日） 

問診（内科，身長体重，皮膚科・眼科・耳鼻咽喉科） 

4月19日～27日 

4月19日～27日 

禁煙講話 随時実施 

５ 

・健康診断証明書発行開始（web発行） 

・第1回電離放射線健康診断（学生・教職員） 

・学生定期健康診断受診者への精密検査通知 

・一般定期健康診断（附属幼・小・中学校職員） 

 

・健康診断証明書発行開始（自動発行機） 

・体育系サークルの健康診断 

・学生定期健康診断の事後措置 

 

眼，皮膚，血液，問診 

 

身長・体重，腹囲，視力，聴力，血圧，検尿， 

胸部Ｘ線間接撮影,血液,心電図,大腸ガン,内科一般 

 

心電図，聴打診，血圧，検尿 

要精検者に個別指示（胸部Ⅹ線検査） 

AED講習 

卒煙支援 

禁煙講演 

ｴﾋﾟﾍﾟﾝ講演 

 

６ 

・学生定期健康診断の事後措置 

 

・学生化学物質取扱者・結核の採血後の事後措置 

・就職試験用等健康診断開始 

・職員定期健康診断事後措置 

・ストレスチェック（職員） 

要精検者に個別指示 

（内科，皮膚科，眼科，耳鼻咽喉科） 

要再検者に個別指示 

 

 

 

  

７ 

・2022年度学生定期健康診断日程（案）計画 

・卒業生のカルテ整理・保管 

・第51回九州地区大学保健管理研究協議会 

日程調整 

 

オンライン開催（当番：鹿児島大学） 

  

８ 

・学生定期健康診断精密検査結果処理 

・職員一般定期健康診断 

 

・第1回特定業務従事者健康診断（職員） 

 

 

・有機溶剤取扱者健康診断（職員） 

・特定化学物質取扱者健康診断（職員） 

・有機リン剤取扱者健康診断（職員） 

・高気圧業務従者健康診断（職員） 

 

・振動工具業務従事者健康診断（職員） 

 

 

身長・体重，腹囲，視力，聴力，血圧，検尿， 

胸部Ｘ線間接撮影,血液,心電図,大腸ガン,内科一般 

身長・体重，腹囲，視力，聴力，血圧，検尿， 

胸部Ｘ線間接撮影，血液，心電図，大腸ガン， 

内科一般 

診察，血液検査，尿代謝物検査等 

診察，血液検査，皮膚の検査等 

診察，血液検査，視診等 

診察，四肢の運動機能の測定，鼓膜の検査，肺活量

測定等 

視診，触診，運動機能検査（瞬発握力，維持握力）

等 
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 行     事 内     容 教育活動 安全点検 

９ 

・職員健康診断事後措置 

・ストレスチェック事後措置（産業医面談等） 

 AED講習 

卒煙支援 

禁煙講演 

ｴﾋﾟﾍﾟﾝ講演 

随時実施 

10 

・10月入学者健康診断 

・第1回保健管理センター運営委員会 

・第59回全国大学保健管理研究集会 

・2021 年度一般社団法人国立大学保健管理施設協

議会 

・総合型選抜入試 

胸部Ｘ線デジタル撮影 

2022年度学生定期健康診断実施計画（案） 

10月6・7日（当番：広島大学） 

10月8日（当番：徳島大学） 

 

救護待機 

11 

・情報機器作業従事者健康診断（職員） 

・第2回電離放射線健康診断（学生・教職員） 

・学校推薦型入試等 

視力，握力，問診 

眼，皮膚，血液検査，問診 

救護待機 

 

12 ・センター利用者年間統計資料作成    

１ 
・健康相談日年間計画表作成 

・大学入学共通テスト 

2022年度学医及びカウンセラー 

救護待機 

  

２ 

・学校推薦型入試等 

・前期日程個別学力検査 

・第2回特定業務従事者健康診断（職員） 

 

・有機溶剤取扱者健康診（職員） 

・特定化学物質取扱者健康診断（職員） 

・有機リン剤取扱者健康診断（職員） 

・高気圧業務従者健康診断（職員） 

 

・振動工具業務従事者健康診断（職員） 

・実習前麻疹抗体検査 

救護待機 

救護待機 

身長・体重，腹囲，視力，聴力，血圧，検尿， 

胸部Ｘ線間接撮影，血液，心電図，内科一般 

診察，血液検査，尿代謝物検査等 

診察，血液検査，皮膚の検査等 

診察，血液検査，視診等 

診察，四肢の運動機能の測定，鼓膜の検査，肺活量

測定等 

視診，触診，運動機能検査(瞬発握力，維持握力)等 

  

３ 

・職員健康診断事後措置 

・第2回保健管理センター運営委員会 

・保健管理センター年報原稿作成 

・棚卸 

・卒業生の診療カルテ整理・保管 

・後期日程個別学力検査 

・共同獣医学部国家資格免許申請のための健康診

断 

・医歯学部国家資格免許申請のための健康診断 

・卒業式 

 

2022年度学校保健計画・学校安全計画（案） 

 

 

 

救護待機 

神経科精神科 

 

神経科精神科 

救護待機 
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Ⅷ．保健管理体制 

 

（１）保健管理センター職員 

 

（令和 3 年１月現在） 

 

所長  教 授  伊地知信二 （内科） 

  特任教授 森岡洋史 （精神科） 

産業医  准教授  川池陽一 （精神科） 

産業医  助 教  鮫島久美 （内科） 

保健師    中村聡子（育休） 

保健師    山口由佳（産休） 

保健師    平片 舞 

保健師    蒲地亜紀代 

保健師    田中靖子 

看護師    基 智恵美 

 

カウンセラー   永田純子 

カウンセラー（非常勤講師） 田沼利枝 

カウンセラー（特任ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 入角千晶 

カウンセラー（非常勤講師） 石田 愛 

カウンセラー（特任ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 冨宿小百合 

ソーシャルワーカー  黒瀬真弓 

事務補佐員   水口夏代 

事務補佐員   鮫島順子 
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（２）保健管理センター運営委員会委員 

 学 部 等 職  名 氏  名 区  分 任  期 備考 

1 セ ン タ ー 教 授 伊地知 信二 委 員 長 職 指 定  

2 〃 准教授 川 池  陽 一 専 任 教 員 職 指 定  

3 〃 助 教 鮫 島  久 美 専 任 教 員 職 指 定  

4 〃 特任教授 森 岡  洋 史 
委 員 会 が 必 要 と 

認 め た 委 員 

R.02. 4. 1 
 
～ 
 

R.04. 3.31 

 

5 法 文 学 部 教 授 原田 いずみ 学部等選出委員  

6 教 育 学 部 教 授 前 田  雅 人 〃  

7 理 学 部 准教授 新 永  浩 子 〃  

8 医 学 部 教 授 根路銘 安仁 〃  

9 歯 学 部 教 授 於 保  孝 彦 〃  

10 
工 学 部 

理 工 学 研 究 科 
教 授 青 野  祐 美 〃  

11 農 学 部 教 授 西 野  吉 彦 〃  

12 水 産 学 部 教 授 石 川   学 〃  

13 共 同 獣 医 学 部 教 授 大 和   修 〃  

14 医 歯 学 総 合 研 究 科 教 授 中 村  雅 之 〃  

15 学術情報基盤センター 教 授 森  邦 彦 
委 員 会 が 必 要 と 

認 め た 委 員 
 

16 鹿児島大学病院 助 教 佐々木 文郷 消化器内科 

R.02. 4. 1 
 
～ 
 

R.03. 3.31 

 

17 鹿児島大学病院 講 師 春日井 基文 精神科  

18 医 歯 学 総 合 研 究 科 講 師 大 吉  達 樹 脳神経外科  

19 鹿児島大学病院 助 教 山 下  高 明 眼科  

20 鹿児島大学病院 助 教 畠 中  美 帆 皮膚科  

21 鹿児島大学病院 助 教 川 畠  雅 樹 耳鼻咽喉科  

22 鹿児島大学病院 助 教 佐々木 裕美 
整形外科・リ
ュウマチ科 

 

23 鹿 児 島 大 学 病 院 助 教 西 山  毅 歯科  

24 法 文 学 部 准教授 平田 佑太朗 カウンセラー  

25 教 育 学 部 講 師 稲 垣  勉 カウンセラー  

26 学 生 部 部 長 内 山  修 一 委 員   
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あ と が き 
 

「三密を避けましょう！」、巷では依然としてこんなキャッチフレーズがあふれています。昨年度か

ら引き続いて、今年度も何をやるにしても感染症対策をして実施する、もしくは延期や中止を余儀なく

される事態が続いています。 

世間では「新しい生活様式」はすっかり根付いてきていて、中でも「三密」すなわち「密閉」、「密集」、

「密接」を避けることは、マスク着用と並んで、そのキモともいえる生活様式になりました。 

ただ、保健管理センターの業務も「密」だらけ、そのため来年度の定期健康診断も webを駆使した三

密を避けた運用方法で実施する予定です。そして来年度は本学が主幹校となっている学会を開催する予

定でもありますが、学会も三密は避けられないため、web での開催となる予定です。どちらも難事業で

すが、そこは伊地知所長の天性の IT の才能と、持ち前の突破力、サービス精神で何とかなると思いま

すので、ついていきたいと思います。 

このように息苦しい世の中ですが、禅の用語でも「三密」という別の意味の言葉があるそうです。そ

れは、「身密」、「口密」、「意密」の三つの密を指す言葉で、「身密」とは身体のはたらき、「口密」とは

言葉や経典を読むこと、「意密」とは心のはたらきを差すそうで、禅ではこの「三密」に静かに注意を

向けて、心を整えていくことが大事だとされているそうです。 

そういえば、精神医療の世界でも数年前から禅（マインドフルネス）がストレス管理に効果があると

言われ、にわかにブームになっています。そんな中で今回、感染対策で「三密」という言葉が登場した

ことと不思議な縁を感じます。 

「三密（密閉、密集、密接）」を避けることに疲れたときは、「三密（身密、口密、意密）」を大切に

感じて心を調えてみるのもいいかもしれません。 

 

川池（記） 
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